




































































































ing smaler and smaler.Communications and
















technologlCaldevelopment isgood for families
(p<0.01).Also,thosewhohaveafacsimilema-
chineathome,when compared with thosewho
don't,areinclinedtosupportthenotionthattech-

























































internet.Thisiscompounded by thebil fora
pocketbelsystem iftheyhaveateenagegirl.It



















































Regarding computer communication on the
internet,firstofall,wemusthavecomputersat
































































































































































考案 した調査法 (アンケー ト調査)が用いられたが､被
調査者は男女合わせて334名であった｡結果は､各器
材別に集計されているが､家族におおむねポジティブな
影響を及ぼしている反面､全体的にみて8.9%のもの
がネガティブな影響があるとみている (p<0.01)こと
を示 した｡この調査は被調査者の性別や年齢において片
寄りがみられるので､今後のより掘り下げられた調査を
得たねばならない｡ しかし､現時点における問題点､す
なわちェレクトロニクスの家族への影響には価値観の変
革を要請するものや仮想現実 (バーチャル ･リアリティ)
の問題など､現代人が取り組まねばならない課題を提起
(5)
-137-
していることが明らかになった｡一方､カウンセリング
の立場からの対策も模索された｡なお､本論文は米国､
ホンコン､.シンガポールなどとの比較を目的とした日本
での調査で､北京で開催 されたThe6thInternational
ConferenceonCounselinginthe21stCentury(1997)
の シンポジウム "TechnologyandFamily"の主題講
演をもとに加筆されたものである｡
